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ベースラインベースライン： プロジェクトを実施しなければどうなっていたか？を示すシナリオ＝ベースラインシナリオを

設定できるかが重要。（例： 廃熱回収設備を入れなければ、焼却炉の廃熱は放散され、系統電源を使用等）

モニタリングモニタリング： プロジェクトの活動量を計測できるか？プロジェクトの活動量から、ベースラインで使用して

いた電力量等を推定し プロジ クトとベ スラインの排出量の差を求めるため重要 （例 設備 発電量がいた電力量等を推定し、プロジェクトとベースラインの排出量の差を求めるため重要。（例： 設備の発電量が

1MWhであれば、プロジェクトがない場合には同量を系統電源でまかなっていたと想定し、1MWhを排出削減量とする）

⇒プロジェクトとベースラインの排出量の差分が排出削減量 ⇒ クレジットとなる。

適格性基準適格性基準： 方法論（プロジェクトの排出削減量の計算方法を示したもの）を使用できるプロジェクトタイ

廃熱回収ボイラの導入

プを規定する。同時にプロジェクトの追加性（J-VER制度があるから本プロジェクトを追加的に実施するこ

と）の立証に使用する。

廃熱回収ボイラの導入
による購入電力の削減
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ベースライン排出量

• プロジェクトによる発電量等を計測
し、その値からベースラインで使用
していたであろう電力量を推定追加的削減量追加的削減量 == クレジットクレジット排

出
量

プロジェクト排出量

していたであろう電力量を推定

• それぞれの発電量から排出量を推
定し、プロジェクトとベースラインの
差分により、排出削減量を計算

多くの場合、プロジェクト活動量からプロジェクトを実施していなかった場合の活動（この場
合系統電源の調達等）を代替したと想定し、排出削減量を計算する
プロジェクトの活動量（発電量等）をモニタリングできることが必要
追加性（J-VER制度があるから本プロジェクトを実施する）がもとめられる（例えば投資回収
年が通常3年のところを4年かかるプ ジ クトをクレジ ト収入があるから実施する等）

時間

年が通常3年のところを4年かかるプロジェクトをクレジット収入があるから実施する等）


